
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象者

の範囲及び人数

支出額

(千円）

ピッコロの保育サービス事業

（個人・団体）

依頼日

依頼時間

利用者宅/支援者宅

団体保育場所
1392人

市内・近隣市在住親子

のべ167家庭・63団体
721

小規模保育室
月～金

7:30～19:00
ピッコロルーム保育室 8人 市内在住親子11家庭 32,594

学童クラブ 学校登校日

梅園・清明・四小・清瀬第

１・第２・第３・八小・十小・

中清戸学童

約50人
対象児童約620人と

その保護者
301,671

K-net子育てひろば

毎月第2金曜日及び

4・5・6・7・8・9・

10・11・12・1・2・3

月1回～2回　年間

15回

清瀬市男女共同参画セン

ター
10人

市内近隣市在住未就

園児親子　561人

K-net中里ひろば
年4回第3水曜日

10:00～12:00
中里地域市民センター 10人

市内近隣市在住未就

園児親子　約70人

K-netリフレッシュ講座
年8回

10:00～12:00

消費生活センター

児童センター
10人

市内近隣市在住未就

園児親子　約100人

K-netジュニアサポーター養成講座 年1回
k-netひろば・竹丘つどい

の広場
10人

市内小中高生希望者

約10人

K-net子育てサポータースキルアップ講座 年1回 ころぽっくるホール 10人
子育て支援者

約120人

清瀬市つどいのひろば受託事業
毎週6日

10:00～15:00

元町つどいの広場・

竹丘地域センター
10人

子育て中の大人と

子ども約 11,000人
9,119

訪問型子育て支援ヒヤリ・ハット検証と実践 年1回（2日） 男女協働参画センター 5人 20人 0

子どもの居場所開所に備えた自主研修　講演

会・自主上映会
年1回（2日） きよせけやきホール 10人 のべ300人 0

ファミリーサポートセンター受託事業

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約300人

市内親子（依頼会員）

約2,000組
16,214

東京医大女性研究者支援事業･東京女子医

大ファミリーサポート連携プログラム事業

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約200人

対象親子（依頼会員）

約300組
8,503

東京医科歯科大ファミリーサポート　対象に仕

事と家庭の両立するための子育て支援

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約130人

対象親子（依頼会員）

約160組
4,923

家族まるごと支援事業・介護サポート

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅

講習会・交流会会場

のべ約

40人

市内介護を必要とする

会員　約20人
45

東京女子医科大学・介護サポート

会員制による相互援助活動

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅

講習会・交流会会場
約10人

介護を必要とする会員

1人
7,895

養育支援ヘルパー受託事業
依頼日

依頼時間
利用者宅

のべ

167人

育児支援対象家庭

31家庭　167件
180

ひとり親家庭ホームヘルプサービス受託事業
依頼日

依頼時間
利用者宅

のべ

837人

ひとり親家庭対象家庭

26家庭　837件
1,734

清瀬市ホームビジター派遣事業(支援者が訪

問保護者と共にボランティアで子育てを支援す

る）

依頼日

依頼時間
利用者宅 103人

利用希望過程

32家庭
2,200

清瀬市教育委員会委託事業「赤ちゃんのチカ

ラプロジェクト」事業

公立中学5か所

6日開催

市内公立中学校5校18学

級

のべ約

110人

0～1歳の親子約100組

市内中学3年生約650

人

656

「清瀬市子どもの見守り強化アクションプラン」

事業（食事提供・学習、生活支援をする）
4/1～3/31依頼日

清瀬市内利用者宅

公共施設

のべ約

257人

緊急的に見守り支援が

必要な家庭

28家庭

9,784

子供が輝く東京・応援事業（訪問型子育て支

援ヒヤリ・ハット検証と実践ツール作成）

団体向け開催1回

個人支援者向け1回

オンデマンド開催1回

全国の子育て支援者・支

援団体

約

100人

全国の子育て支援者・

支援団体　不特定
4,322

日本財団助成事業「こども第三の居場所」事

業　開所準備～着工

4/1～3/31

準備～着工

清瀬市・近隣市利用者宅
10人

問合家庭　・団体

約50人
636

本会の目的を達成する

事業

25周年記念イベント　自主映画上映「夢みる小

学校」
年1回（2日） きよせけやきホール 10人

市内近隣市の方　約

130人
0

なし

家庭訪問型子育て支援

事業

2．その他の事業

子育てをサポートする人

材育成研修事業

ファミリー・サポート

センター事業

子どもの成育を支援す

る事業

令和4年度　事業報告書

令和4年4月1日 から令和5年3月31日まで

特定非営利活動法人　子育てネットワーク・ピッコロ

【1】事業の成果

１．子育て支援のために行う一時保育事業

（1）安全チェックリストを活用し予防対策を図り安心安全な支援に努めた。他支援との連携も図った。支援者の育成や確保は引き続き課題だが他県まで赴き支援した。

（2）小規模保育室ピッコロルームでは旬の食や行事を特に意識した保育を行ってる。職員は情報を共有し、親子とのよいコミュニケーションを心掛けた。

（3）学童クラブ運営は新たに5学童を加えた。備品や設備の修繕をすすめ、人材育成にも重きを置き、育成環境を整えることに努めた。計画に基づく丁寧な育成を心掛ける。

２．子どもと大人のネットワーク作り事業

（1）K‐netひろばは市内外から親子が集い、スタッフやジュニアサポーターの中学生世代も交えて、幅広い世代の交流の役割も担った。

（2）つどいの広場事業ではコロナ禍も感染予防に配慮し安心安全な開所を心掛けた。幼稚園や学校保護者の関りが希薄になるなか親子同士をつなぐ役割を果たした。

３．子育てをサポートする人材育成・研修事業

（1）「子どもが輝く応援事業」家庭訪問型支援に特化したヒヤリ・ハットの検証をもとに支援者を対象にモデル研修を構築、実践した。

（2）子どもの居場所開所に備えた自主研修を行った。

４．ファミリー･サポート・センター事業

（1）ファミリー・サポートきよせでは、積極的に乳児検診に赴くなどして周知に努めた。アドバイザーは依頼をよく聴き取り、支援内容を整理し、的確に支援者伝えるよう心掛け

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）女子医大・東京医大

ファミリー・サポート、研修や講習会の制限が緩和、保育サービス講習会や交流会を開催できた。

（3）東京医科歯科大学ファミリーサポートは大学と連携の強化を図り、定期的に配信を行った。大学事務担当と情報共有の機会を月に一度設定し活用した。

（4）介護サポート・ピッコロでは、定期的な利用が継続した。

（5）東京女子医科大学・介護サポートは令和4年度からの事業実施に向け、活動の周知、人材育成と事業体制構築に取り組んだ。

５．家庭訪問型子育て支援事業

（1）養育支援訪問事業では、長時間の支援も複数の支援者で対応した。他支援と連携して家庭を支えた。

（2）ひとり親支援では、父子家庭の利用も増え、さまざまな背景や急な依頼のケースも多いが、支援者の理解と協力を得て支援を継続できた。

（3）ホームビジター派遣事業では希望家庭をもれなく訪問できた。新しいオーガナイザーの育成ができた。

６．子どもの育成を支援する事業

（1）赤ちゃんのチカラプロジェクト、市内公立中学校でのふれあい体験授業を再開できた。中学生に命の尊さを発信する機会となり、また多世代の交流の場となった。

（2）厚生労働省助成金事業「見守り強化アクションプラン」コロナ禍の学校休業やオンライン授業、外出自粛で閉鎖された地域の子どもの現状を知り、支える機会になった。

（3）東京都子どもが輝く東京・応援事業、当団体のヒヤリ・ハットケースを専門家の先生方とともに分析、研修を構築、実践した。

（4）日本財団助成　子ども第三の居場所事業,　着工し、近隣への理解と協力を呼びかけた。

７．本会の目的を達成する事業

25周年記念イベントを企画実施した。

【2】事業の実施に 関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

子育て支援のために行

う一時保育事業

1,400　

子どもと大人のネット

ワーク作り事業



 

 

 
内容 実施日時 実施場所

従事者の

人数

受益対象者

の範囲及び人数

支出額

(千円）

ピッコロの保育サービス事業

（個人・団体）

依頼日

依頼時間

利用者宅/支援者宅

団体保育場所
1392人

市内・近隣市在住親子

のべ167家庭・63団体
721

小規模保育室
月～金

7:30～19:00
ピッコロルーム保育室 8人 市内在住親子11家庭 32,594

学童クラブ 学校登校日

梅園・清明・四小・清瀬第

１・第２・第３・八小・十小・

中清戸学童

約50人
対象児童約620人と

その保護者
301,671

K-net子育てひろば

毎月第2金曜日及び

4・5・6・7・8・9・

10・11・12・1・2・3

月1回～2回　年間

15回

清瀬市男女共同参画セン

ター
10人

市内近隣市在住未就

園児親子　561人

K-net中里ひろば
年4回第3水曜日

10:00～12:00
中里地域市民センター 10人

市内近隣市在住未就

園児親子　約70人

K-netリフレッシュ講座
年8回

10:00～12:00

消費生活センター

児童センター
10人

市内近隣市在住未就

園児親子　約100人

K-netジュニアサポーター養成講座 年1回
k-netひろば・竹丘つどい

の広場
10人

市内小中高生希望者

約10人

K-net子育てサポータースキルアップ講座 年1回 ころぽっくるホール 10人
子育て支援者

約120人

清瀬市つどいのひろば受託事業
毎週6日

10:00～15:00

元町つどいの広場・

竹丘地域センター
10人

子育て中の大人と

子ども約 11,000人
9,119

訪問型子育て支援ヒヤリ・ハット検証と実践 年1回（2日） 男女協働参画センター 5人 20人 0

子どもの居場所開所に備えた自主研修　講演

会・自主上映会
年1回（2日） きよせけやきホール 10人 のべ300人 0

ファミリーサポートセンター受託事業

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約300人

市内親子（依頼会員）

約2,000組
16,214

東京医大女性研究者支援事業･東京女子医

大ファミリーサポート連携プログラム事業

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約200人

対象親子（依頼会員）

約300組
8,503

東京医科歯科大ファミリーサポート　対象に仕

事と家庭の両立するための子育て支援

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅・支援者宅

講習会・交流会会場
約130人

対象親子（依頼会員）

約160組
4,923

家族まるごと支援事業・介護サポート

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅

講習会・交流会会場

のべ約

40人

市内介護を必要とする

会員　約20人
45

東京女子医科大学・介護サポート

会員制による相互援助活動

依頼日7:00～

22:00のうち依頼時

間

利用者宅

講習会・交流会会場
約10人

介護を必要とする会員

1人
7,895

養育支援ヘルパー受託事業
依頼日

依頼時間
利用者宅

のべ

167人

育児支援対象家庭

31家庭　167件
180

ひとり親家庭ホームヘルプサービス受託事業
依頼日

依頼時間
利用者宅

のべ

837人

ひとり親家庭対象家庭

26家庭　837件
1,734

清瀬市ホームビジター派遣事業(支援者が訪

問保護者と共にボランティアで子育てを支援す

る）

依頼日

依頼時間
利用者宅 103人

利用希望過程

32家庭
2,200

清瀬市教育委員会委託事業「赤ちゃんのチカ

ラプロジェクト」事業

公立中学5か所

6日開催

市内公立中学校5校18学

級

のべ約

110人

0～1歳の親子約100組

市内中学3年生約650

人

656

「清瀬市子どもの見守り強化アクションプラン」

事業（食事提供・学習、生活支援をする）
4/1～3/31依頼日

清瀬市内利用者宅

公共施設

のべ約

257人

緊急的に見守り支援が

必要な家庭

28家庭

9,784

子供が輝く東京・応援事業（訪問型子育て支

援ヒヤリ・ハット検証と実践ツール作成）

団体向け開催1回

個人支援者向け1回

オンデマンド開催1回

全国の子育て支援者・支

援団体

約

100人

全国の子育て支援者・

支援団体　不特定
4,322

日本財団助成事業「こども第三の居場所」事

業　開所準備～着工

4/1～3/31

準備～着工

清瀬市・近隣市利用者宅
10人

問合家庭　・団体

約50人
636

本会の目的を達成する

事業

25周年記念イベント　自主映画上映「夢みる小

学校」
年1回（2日） きよせけやきホール 10人

市内近隣市の方　約

130人
0

なし

家庭訪問型子育て支援

事業

2．その他の事業

子育てをサポートする人

材育成研修事業

ファミリー・サポート

センター事業

子どもの成育を支援す

る事業

令和4年度　事業報告書

令和4年4月1日 から令和5年3月31日まで

特定非営利活動法人　子育てネットワーク・ピッコロ

【1】事業の成果

１．子育て支援のために行う一時保育事業

（1）安全チェックリストを活用し予防対策を図り安心安全な支援に努めた。他支援との連携も図った。支援者の育成や確保は引き続き課題だが他県まで赴き支援した。

（2）小規模保育室ピッコロルームでは旬の食や行事を特に意識した保育を行ってる。職員は情報を共有し、親子とのよいコミュニケーションを心掛けた。

（3）学童クラブ運営は新たに5学童を加えた。備品や設備の修繕をすすめ、人材育成にも重きを置き、育成環境を整えることに努めた。計画に基づく丁寧な育成を心掛ける。

２．子どもと大人のネットワーク作り事業

（1）K‐netひろばは市内外から親子が集い、スタッフやジュニアサポーターの中学生世代も交えて、幅広い世代の交流の役割も担った。

（2）つどいの広場事業ではコロナ禍も感染予防に配慮し安心安全な開所を心掛けた。幼稚園や学校保護者の関りが希薄になるなか親子同士をつなぐ役割を果たした。

３．子育てをサポートする人材育成・研修事業

（1）「子どもが輝く応援事業」家庭訪問型支援に特化したヒヤリ・ハットの検証をもとに支援者を対象にモデル研修を構築、実践した。

（2）子どもの居場所開所に備えた自主研修を行った。

４．ファミリー･サポート・センター事業

（1）ファミリー・サポートきよせでは、積極的に乳児検診に赴くなどして周知に努めた。アドバイザーは依頼をよく聴き取り、支援内容を整理し、的確に支援者伝えるよう心掛け

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）女子医大・東京医大

ファミリー・サポート、研修や講習会の制限が緩和、保育サービス講習会や交流会を開催できた。

（3）東京医科歯科大学ファミリーサポートは大学と連携の強化を図り、定期的に配信を行った。大学事務担当と情報共有の機会を月に一度設定し活用した。

（4）介護サポート・ピッコロでは、定期的な利用が継続した。

（5）東京女子医科大学・介護サポートは令和4年度からの事業実施に向け、活動の周知、人材育成と事業体制構築に取り組んだ。

５．家庭訪問型子育て支援事業

（1）養育支援訪問事業では、長時間の支援も複数の支援者で対応した。他支援と連携して家庭を支えた。

（2）ひとり親支援では、父子家庭の利用も増え、さまざまな背景や急な依頼のケースも多いが、支援者の理解と協力を得て支援を継続できた。

（3）ホームビジター派遣事業では希望家庭をもれなく訪問できた。新しいオーガナイザーの育成ができた。

６．子どもの育成を支援する事業

（1）赤ちゃんのチカラプロジェクト、市内公立中学校でのふれあい体験授業を再開できた。中学生に命の尊さを発信する機会となり、また多世代の交流の場となった。

（2）厚生労働省助成金事業「見守り強化アクションプラン」コロナ禍の学校休業やオンライン授業、外出自粛で閉鎖された地域の子どもの現状を知り、支える機会になった。

（3）東京都子どもが輝く東京・応援事業、当団体のヒヤリ・ハットケースを専門家の先生方とともに分析、研修を構築、実践した。

（4）日本財団助成　子ども第三の居場所事業,　着工し、近隣への理解と協力を呼びかけた。

７．本会の目的を達成する事業

25周年記念イベントを企画実施した。

【2】事業の実施に 関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

子育て支援のために行

う一時保育事業

1,400　

子どもと大人のネット

ワーク作り事業


